
日時: 令和元年１１月１６日（土）
１３:３０ ～１５：３０（１３：００受付開始）
そえじま まさかず

講師副島賢和 先生

第２０回 公開講演

主催： 愛知学院大学 心理臨床センター
Tel/Fax：0561-73-1366
E-mail：rinshou@dpc.agu.ac.jp

申込： メール（ＱＲコード）または電話、FAX
(氏名・連絡先・職種を記載)

締切： 11月9日（土） ※人数に余裕があれば、当日参加も可能。
ご不明な点は電話でお問合せ下さい。

＊個人情報につきましては、取り扱いを厳重に行い、許可なく第三者に開示することはいたしません。

～「心の声が言葉」になるとき～

昭和大学大学院准教授
昭和大学附属病院内学級担当
学校心理士スーパーバイザー

副島先生は子供への関りについて、これで
本当に良かったのかと、いつも考え続けて
います。そして、一緒に考えていける仲間を
探しています。

涙も笑いも力になる

院内学級の教師を続けながら、映画「パッチ
アダムス」で有名なアダムス氏に師事しホス
ピタルクラウンとしての活動を始める。ドラマ
「赤鼻のセンセイ」のモチーフとなり、「ＮＨＫ
プロフェッショナル 仕事の流儀」にも出演。

「傷ついた子供の心にどうやって寄り添い、回復と成長の手助けをしていくの
か？」「子どもの言葉にならない感情にどうやってアクセスしていくのか？」とい
う事をテーマに、副島先生自身がこれまで出会った子供達との体験からお話を
していただきます。「子供にどう関わればいいんだろう？」と不安になったり心配
になっている保護者の方や、医療福祉教育関係者の方々、きっと関りの具体的
なヒントがたくさん見つかるはずです。

料金： 無料
対象： 市民一般、心理臨床専門家、支援関係者
定員： 200名
場所： 日進キャンパス けやきテラス（３階ホール）


